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▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

第1613回例会
令和元年12月26日（18：30～19：30）

○ソング
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦中目公英会長（年次総会にご協力いただき、ありがとうございました。吉野会長エレクトを始め、次年度理事の皆様

のご活躍をご期待致します。令和２年の新年を、つつがなくお迎え下さい。）
　◦鶴丸彰紀会員（今年も楽しくロータリー活動に参加させて頂きありがとうございました。喪中のため新年のごあいさ

つを失礼致しますが来年も宜しくお願い致します。）
　◦鈴木孝幸会員（吉野、堀田年度準備完了おめでとうございます。次々年度の為、一年間、私と須藤副幹事でしっかり

と勉強させて頂きますので宜しくお願い致します。）
　◦片倉義文会員（今年一年お世話になりました。来年も宜しくお願いします。）
　◦永野文雄会員（年次総会おめでとうございます。次年度の吉野会長、鈴木孝幸エレクトの活躍を期待します。１年間

ありがとうございました。）
　◦堀田一彦会員（新役員の承認ありがとうございました。）
　◦居川孝男会員（中目・兼子年度も折り返し点ですね！頑張っていきましょう！来年がみなさまにとって良い年になり

ますように！）
　◦宮本多可夫会員（次年度総会、無事終了し、次年度

吉野年度の基本が出来、いよいよウォーミングアップ
が始まりました。中目年度、あと半年がんばって下さ
い。）

　◦齋藤孝弘会員（来る年もよい年でありますように！）
　◦吉野敬之会員（本日は次年度役員案を御承認いただ

きまして、誠に有難うございます。（承認されてなかっ
たらすみません）皆様の信頼を裏切らぬ様一年間頑
張ってまいりますので宜敷くお願い致します。）

　◦金田昇会員（年次総会開催おめでとうございます。
いよいよ年の瀬です。皆様良いお年をお迎え下さい。）

　◦関谷亮一会員（2019-2020年の年次総会原案通り決
定おめでとうございます。中目会長・兼子幹事半期が
終了し御苦労様でした。あと半期の活躍を期待致しま
す。）

　◦成井正之会員（中目会長・兼子幹事半年ご苦労様で
した。来年も宜しくご指導お願いいたします！年次総
会、誠におめでとうございます。来年度会長吉野さん、
幹事堀田さん、来年頑張って下さい。）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ５８名

C  Ⓐの出席者数 ２４名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ９名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３３名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６２．２６％

第1613回例会出席状況� （R元年12月26日)
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本日のプログラム
■会長の時間� 中目公英会長
　皆さん、こんばんは。今日は、令和元年の一番最後の例会で
あります。年の瀬が押しせまった中、何かとお忙しい中、年次
総会の今日の例会にご出席をいただきまして大変ありがとうご
ざいます。今日のプログラム委員長のほうの年次総会は通常
シャンシャン総会で終わったあと、会員の卓話であるとか一つ
プログラムを用意しているのが普通なのですけれども、今日は
そのプログラムは用意されておりません。早めに皆さんと一緒
に懇親を深めるところなんですけれども、会長の時間を少し長
めに喋れというふうなお話でございますので、ちょっと少し話
をさせていただければと思います。まず初めに、先週の例会の
あと理事会がありましたので、理事会の報告の中で多くは年次
総会の中でお話しさせていただくことなので、特に報告させて
いただかないといけないことをまず初めに報告させていただき
ます。大変残念な報告であります。実は我がクラブの会員の小
林仁一さん、「メディアポート福島」の社長さんで我がクラブ
でいうと職業奉仕委員長を受けていただいている小林仁一さん
のほうから退会届が出されました。一身上の都合で今月12月31
日をもって退会をさせてもらいたいというふうな退会届が提出
されました。理事会のほうで審議をいたしまして致し方なしと
いうふうなことで、今回の小林さんのほうの退会を認めるとい
うふうなことになっております。58名でスタートしました私の
年度、57名で上半期を折り返すというふうなことになってしま
いました。何とか35周年の吉野君の時に60名でバトンタッチし
たいと思っていたところなのですけれども残念なことになって
しまいました。我がクラブには小林仁一さんが二人いたのです
が、両方とも残念ながら退会というふうな形になってしまいま
したので、一番初めに残念な理事会の報告をさせていただけれ
ばと思っております。それからもう一つ、ある会員の方からこ
のようなお話をいたしました。中目会長の時には、我がクラブ
の定款ないし並びに細則のほうをきちんと改定をして、立派に
制度等々が整っているところだけれども実は質問があると。我
がクラブには慶弔規定という規定がある。今日、皆さん方年次
計画書をお持ちの場合は一番最後の14ページなのですが、この
慶弔規定の第1節第3項に会員の誕生日及び結婚記念日には五千
円相当の記念品を贈ると、こういうふうに書いてある。だけど
現在、会員誕生日には三千円の商品券じゃないか。会長、あな
たは規定を守ってないというふうな大変手厳しいご指摘を頂戴
をいたしまして、ルールはご説明を申し上げましたので、皆様
方にも共通理解を持っていただきたいと思って、ここでちょっ
とお話をさせていただければと思っております。五千円相当の
記念品を贈るというふうなことを違反しているわけではないと
いうふうなことであります。会員誕生日にちょっとした記念
品、もの、例えば今日私がしているネクタイピン、これも実は
何年か前の会員誕生日の時に貰ったグッズですけども、これも
五千円相当として頂戴をしたものであります。ただ今回、商品
券でありますので商品券の場合には残念ながら商品券のその制
作する費用と、あとは銀行さんでの換金手数料というのがござ
いまして、その換金手数料が二千円かかるというそういう意味
でございますので、五千円相当に違わない。ですから、今年度
の親睦は商品券として三千円にいたしましたが、五千円相当と
いう商品券の場合には二千円の換金手数料がかかるというふう
なことでございますから、次年度の吉野年度に親睦委員長等々

に当てられた場合には、その二千円の換金手数料が高いとみる
か安いとみるかは、それぞれの皆さん方の二千円のうち東邦銀
行さんは相当儲かっているわけですから、それはなかなか大変
だといった場合には商品券以外のものを考えれば渡す時にこれ
は五千円ですと言って渡してもらえればいいのであって、今年
の私の年度はそういうふうになって、残念ながら二千円の手数
料がかかっているというふうなことをご了解いただきたい。規
定には違反してないということも、今日の会長の時間で一つお
話をさせていただいたということであります。それからもう一
つ、皆さん方のお手元にロータリーの週報が届いていて、その
中で幹事報告の中に2019年度規定審議会の決定報告という項目
が1項目あります。先週、皆さん方のお手元にその書類を回覧
いたしまして、本当であれば皆さん等しくご理解をいただいて
いるというふうに認識するわけですけれども、そこで皆さん方
に質問をいたします。規定審議委員会というのは何でしょう
か。ロータリー、国際ロータリー、あるいは私たちのクラブの
ロータリーのことに関しましてもいろいろなことを決める場合
には、私の年度は口を酸っぱくして三年に一度の規定審議会が
あって、いろいろな規定をそれで変えるんだというふうなこと
を何回もお話してきました。しかし、ロータリーにはもう一つ
決議審議会という審議会があります。実はこれも大変国際ロー
タリー、あるいは地区等々のロータリーのあり方について大き
な決定権を持っているものです。つまり、三年に一回の規定審
議会で三年分のロータリーのいろんなことをすべて、ああでも
ない、こうでもない、というふうに審議していたのでは、会
議の時間的にすべてのことについて話し合うことはできませ
ん。それで現在国際ロータリーのほうでは、一年に一回、国際
ロータリーの定款細則、あるいは我がクラブの標準クラブの定
款、ならびに推奨細則等々のいわゆる規定として明文化されて
いるものを変える場合には三年に一回の規定審議会なのですけ
れども、国際ロータリーのいろいろな運営方針であるとか何だ
かんだをいろいろな方向を決める場合には、その規定審議会で
はなくて、年一回行われるところのこの決議審議会というので
議論をするというふうになっております。これは毎年、10月15
日から11月15日までの一か月間行われます。一か月間、毎日毎
日集まって首突き合わせて会議しているのかというとそうでは
ありません。これはオンライン。インターネット会議になって
おります。2530地区から一人だけ代議員が選ばれておりまして、
その代議員の方は必ずパソコン上でいろいろなやり取りをして、
このことには賛成をする反対をするというふうな形でいろいろ
な形にしています。それは国際ロータリーのテーマであるとか、
あるいは運営方法であるとか、規定の明文化するまではないけ
ども国際ロータリーのいろいろなあり方についてどのような形
でやっていこうかということを決定するのがこの決議審議委員
会であります。この決議審議委員会が11月15日で終わったので、
それの報告を皆さん方に先週しましたというふうなことですけ
れども、おそらく誰一人として決議審議会でどんなことを決め
たのかについておそらく理解をしていただいた会員の方はいな
いのではないだろうかと思いまして、少し年次総会の前ですけ
れどもお話をさせてもらいたいと思って少しお話をします。今
年、10月15日から11月15日までの間にこの決議審議委員会のほ
うに決議案が33件上程されました。我がクラブもこうこうこう
いうふうなことを国際ロータリーで方針として決めてもらいた
いというふうに原文を作れば、それが地区の役員の承認をすれ
ば、この国際ロータリーの決議審議委員会のほうに決議案を提
出することは可能です。そのくらいにある程度フランクな形で
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行われる審議会で、その33のうち全世界の代議員の方々、これ
は賛成する反対するとインターネット上で投票しまして7件が
採択をされました。その7件につきまして、その題名だけ案件
だけ申しあげます。クラブ内に戦略委員会の設立を奨励するこ
とを検討するようＲＩ理事会に要請する件。つまり、各クラブ
に国際ロータリー等々が一生懸命いっている戦略委員会。我が
クラブの場合は、この前定款変更してビジョン推進研修委員会
というふうに名前を変えましたけれども、その戦略委員会をあ
まりにも委員会として設定しているクラブが少ないので、国際
ロータリーの理事会で各クラブに必ず戦略委員会を作るように
要請しなさいというふうなことを提案をするというふうなこと
が、これが採択をされました。これを我がクラブはもう既に
やっておりますから、この採択される以前からやっております
のでいいことだと思います。もう一つ、ローターアクトクラブ
のための指針を推奨するよう検討するようにＲＩ理事会に要請
する件。これが採択されました。国際ロータリーでは、ロー
ターアクトクラブというのをロータリークラブと同等に扱うと
いうふうに2019年の規定審議委員会で変わりましたので、ロー
ターアクトクラブを普通のロータリークラブと同等程度のクラ
ブとして認めるためには、ある程度厳格なローターアクトクラ
ブの指針をきちんと確立しないといけないんだから、その指針
をどういうふうにしたらいいのかＲＩの理事会できちんと決め
ろという要請が採択になりました。ただ、我がクラブにはロー
ターアクトクラブがありませんから、あまり直接的に関係する
ところでありませんが、そういうふうなことが採択されまし
た。その次、3番目。職業奉仕も含め、ロータリーの成果と活
動の全部を広報することを検討するようＲＩ理事会に要請する
件。世界の行動人というテーマのもと、国際ロータリーはロー
タリー活動を一般の方々に広く知ってもらう活動を積極的にい
たしますけども、まだまだ足りないので職業奉仕を含めロータ
リーの活動のすべてを広報するようもっと強力にＲＩの理事会
のほうで方針を明確にしないといけないだろうと、そういうふ
うにしてくださいということが決議されました。4番目、会員
増強の目的で職業奉仕を強調することを検討するようＲＩ理事
会に要請する件。これは日本ロータリーが要請したものですけ
れども、どうしてもロータリークラブのメンバーになってくだ
さいといった場合に、強調してるのはロータリーは国際奉仕を
やっていますから、社会奉仕をやってますからというふうなこ
とは、強く新入会員を求める時に会員になってくれる人に喋る
ことが多いのですけれども、ロータリーは自分の職業を通じて
奉仕するということがイコールロータリー活動なんだというふ
うなことをもっともっと強くＰＲしなさい。そういうふうなＰ
Ｒするための指針をＲＩ理事会のほうで確立しなさいというふ
うな決議文が採択をされたということであります。これは日本
ロータリーのある一部の地区のほうから上がってきた決議案で
あります。その次、ＲＩの税制上の地区の変更についてロータ
リーに情報を提供することを検討するようＲＩの理事会に要請
する件。ＲＩの税制上の地位の変更があったのですけども、そ
れが各クラブの情報がうまく伝達されてない。我がクラブでも
現在どのような形で税制が実際問題変わっているかというのが
わかっていないところが多いので、それをもっとクラブ単位で
落とし込めるようにＲＩの理事会のほうできちんとした方針
を決めなさいという決議案も採択をされております。その次
は、グローバル補助金。当初、承認された予算に対する修正を
許可することを検討するよう管理委員会に要請する件。これは
ロータリー財団のほうの管理委員会についてもっと検討しなさ

い。グローバル補助金というのは数年度に渡ってやる事業なも
ので、当初の財団でグローバル補助金の予算を承認しても、何
年か経ってるうちに変更になる。予算の執行状況等々変更にな
るので予算の組み換えをしてもいいんだということを明文化し
て、きちんとある程度柔軟性をもってグローバル資金の使い方
を明確にしたほうがいいので、ロータリー財団の管理委員会に
その辺の道筋をはっきりするようにというふうな要請を決議し
たというふうなことであります。一番最後、これは日本ロータ
リーにあんまり関係ないのですが、現地での電力供給プロジェ
クトにグローバル補助金の資金提供を可能にすること。つまり、
アフリカ等々の貧困の国々で電力開発についてロータリーがい
ろいろな奉仕活動をする時に、それにグローバル補助金をもっ
ともっと使いやすいような形で制度を変えなさい。財団のほう
のグローバル補助金の使い方をもっと使いやすくしなさいとい
うふうに決議をした。そのようなことであります。以上、この
決議審議委員会で決議された議案について詳しく説明をさせて
いただきまして、ロータリー情報を提供させていただき、やっ
と年次総会が穏やかに迎えられそうですから会長の時間を終わ
りたいと思います。以上であります。

■幹事報告� 兼子聡幹事
◦県南分区ガバナー補佐：例会訪問について

■本日のプログラム
2019－2020年度年次総会
◦開会の挨拶� 鈴木孝幸副会長

　皆さん、こんばんは。今日は年次総会例会
ということで、今年2019年残すところ1週間と
いうところで、皆さんお忙しいのか出席も普
段よりちょっと少ないかなというところは残
念なところではございますが、今日は次年度
の役員等々決める大切な総会でございますの

で、最後まで皆さんに慎重審議をお願いしたいと思います。そ
れでは、2019-2020年度年次総会を開会いたします。

◦会長挨拶� 中目公英会長
　10月28日の臨時総会におきまして、我がク
ラブの新しい定款ならびに細則のほうを皆さ
ん方に採択をしていただきました。その第7条
第2節、年次総会、この文章を読まさせてい
ただきます。年次総会、役員を選挙するため
現年度の収入と支出を含む中間報告、及び前

年度の財務報告を発表するための年次総会は細則の定めるとこ
ろに従い、毎年12月31日までに開催されるものとする。このよ
うに定款のほうで定められております。10月28日の時にも申し
ましたが、現年度の収入と支出の中間報告、及び前年度の財務
報告を発表するためという文章が今度新しく定款内に加わりま
した。そのために今日の年次総会もそのことを一つ加えている
ところであります。細則のほうで申しあげますと、5条の第1節、
年次総会、本クラブの年次総会は毎年12月31日以前に開催され
るものとする。そして、この年次総会において次年度の役員及
び理事の選挙を行わなければならない。さらに、この年次総会
においては現年度の収入と支出の中間報告と前年度の財務報告
を発表しなければならないと定款にそのような形で細則のほう
の年次総会も決められております。この新しい定款細則に従い
まして今日年次総会を開かせていただきますので、皆様方のご
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協力をよろしくお願い申し上げまして会長の挨拶と代えさせて
いただきます。

◦今年度予算中間報告� 会計　横田俊郎会員
　皆さん、こんばんは。会計の横田でござい
ます。それでは、中間状況を報告させていた
だきます。お手元にございます決算書をご覧
いただきたいと思います。居川先生のほうに
お忙しい中、決算書をお作りいただきまして
大変ありがとうございました。収入の部、支

出の部、それぞれ合計、小計だけ、予算額と決算額ご報告させ
ていただきます。まず訂正がございまして、収入の部の一番下
に白河西ロータリークラブ基金、予算額300,000円という計上
がございますが、こちら誤りでございまして、従いまして合計
金額予算額は13,987,266円が正しい金額でございます。申し訳
ございませんでした。決算額合計が、7,453,811円。予算比、こ
ちらも30万の訂正がございまして－6,533,455円となっておりま
す。ご訂正のほう、よろしくお願いいたします。続きまして、
支出の部。ＲＩ関係予算額、1,637,000円。決算額、1,067,872円。
次に地区分区関係、予算額、2,130,000円。決算額、1,275,370円。
次に運営費、予算額、3,560,000円。決算額、1,120,265円。支出
の部、事業費、予算額、1,180,000円。決算額、160,784円。総
務費、予算額、5,480,266円。決算額、1,996,576円。合計が、予
算額、13,987,266円。決算額、5,620,867円でございます。収
支差額、収入が7,453,811円。支出が、5,620,867円。繰り越し
が、1,832,944円となっております。奉仕プロジェクト事業特別
会計の決算でございます。収入の部、予算額合計、1,300,000円。
決算額、568,066円。支出の部、予算額、750,000円。決算額、
100,000円。収支の差額は、収入が568,066円。支出が100,000円
で、繰り越しが468,066円。白河西ロータリークラブ基金の残
高は1,400,010円となっております。中間の予算の状況に関しま
しては以上でございます。ありがとうございました。

◦中目公英会長
　ありがとうございました。国際ロータリーで定款変更で中期
間に報告をしなさいというのは各クラブの会員数に応じますが、
一千万を超えている予算で一年間運営するので金額が大きいの
で、中間段階でどのような形の予算の執行状況かを必ず各会員
の皆さん方に現況報告しなさいという意味でこれを定款変更に
なっている形であります。これは報告でありますので審議では
ないので、一応このような形で半年間の事業の報告、お金を使
わせてもらっているということであります。何か特段皆さんの
ほうからご質問ありますでしょうか。ないと認めます。一応、
これは報告ですから、これで終了させていただきたいと思いま
す。

◦第1号議案
次年度役員承認の件� 吉野敬之会長エレクト

　改めまして、皆様こんばんは。それでは只
今議長のほうからお話ありましたように、第
1号議案といたしまして次年度役員の人選の
ほうを皆様のほうにお示ししたいと思います。
お手元の資料のほうに出ておりますが、わた
くしのほうから一人一人読み上げさせていた

だきたいと思います。会長、吉野敬之。会長エレクト、鈴木孝
幸さん。副会長、高畠裕さん。幹事、堀田一彦さん。会計、横

田俊郎さん。ＳＡＡ、運天直人さん。職業奉仕、阿部克弘さん。
社会奉仕、藤田龍文さん。国際奉仕、青木大さん。青少年奉仕、
吉田充さん。ロータリー財団、諸橋和典さん。ビジョン推進研
修、宮本多可夫さん。直前会長、中目公英さん。副幹事、須藤
正樹さん。監事、居川孝男さん。同じく監事、成井正之さん。
以上のメンバーを上程させていただきたいと思います。ご審議
のほどをよろしくお願いいたします。

◦第2号議案その他
� 35周年記念実行委員長　居川孝男委員長

　35周年記念実行委員長を仰せつかっており
ます居川でございます。審議事項のお願いを
したいと思います。わたしども35周年記念式
典を、令和3年、2021年4月10日の土曜日に35
周年記念式典を当東京第一ホテルさんを使っ

てやりたいと思ってます。翌日、4月11日日曜日に、グラン
ディ那須白河で記念ゴルフコンペを計画したいと思います。以
上、日程と会場につきまして、ご意見もしくはこの日程でご承
認いただければ進めていきたいというふうに思っておる次第で
ございます。いかがでしょうか。
　ありがとうございました。それでは今後、会場のほうを抑え
て実行委員会のほう起ち上げていきたいと思います。わたくし
23代の会長だったもんですから、それ以降の30代までの会長さ
ん関係にご協力を賜りたいと思っておりますので、一応25代の
金田さん、矢田部さん、小林さん、前原さん、吉田さんまでに
各部会のほうの責任者になっていただくよう今後お願いする予
定でございますので、30代までの歴代会長の皆さんはご協力の
ほど、よろしくお願いしたいと思います。その後、今年今回吉
野年度で各委員長さんたちも決まってきているようでございま
すので、各委員会が主体で事業展開をして、私ども実行委員会
としてはフォローできるように頑張っていきたいと思いますの
で、一つご協力の程よろしくお願いいたします。

■新役員挨拶
◦幹事予定者� 堀田一彦会員

　次年度、幹事予定者の堀田でございます。
それでは、新役員のほうを紹介をさせていた
だきます。名前をお呼びしますので、名前を
呼ばれた方から前のほうにお進みください。
吉野敬之会長予定者。鈴木孝幸会長エレクト
予定者。高畠裕副会長予定者。横田俊郎会計

予定者。運天直人ＳＡＡ予定者。阿部克弘職業奉仕予定者。藤
田龍文社会奉仕委員長予定者。吉田充青少年委員長予定者。諸
橋和典ロータリー財団予定者。宮本多可夫ビジョン推進研修委
員長予定者。中目公英直前会長予定者。須藤正樹副幹事予定者。
居川孝男監事予定者。成井正之監事予定者。

◦会長予定者� 吉野敬之会員
　改めまして、先程はご承認いただきまして
誠にありがとうございます。これから不祥
事を起こさないで無事に来年7月を迎えられ
ますと会長ということになる予定でございま
す。中目会長のように含蓄のあるようなお話
はできずに、普段から固くない話はいくらで

も喋ってられるんですけど、そういう中で皆さんここに揃いま

全員承認　可決

全員承認　可決
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した役員、それと会員皆様のご協力を得て、来年一年間35年間
積み上げてきましたこの西ロータリークラブの素晴らしさ、そ
ういった歴史というものをさらに高められるように一生懸命頑
張ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

◦会長エレクト予定者� 鈴木孝幸会員
　皆さん、こんばんは。来年、次年度の会長
エレクトということですが、あっという間の
時間の速さという感じです。中目会長、そし
て吉野さん、あと私ということで非常に緊張
しております。吉野さんみたいに流暢に話せ
ませんが、実直に準備をしていきたいと思い

ますので、皆様よろしくお願いいたします。

◦副会長予定者� 高畑裕会員
　皆様、こんばんは。副会長予定者の高畑で
ございます。まず、遅れてきた上にこんな格
好で非常に大変申し訳ございません。事の重
大さを認識不足でした。ノミニーという言
葉までは聞いたことがあるんですが、デグジ
ネートとかそういう言葉は初めて聞いたよう

な言葉であって大変勉強不足だなということを感じております。
一生懸命頑張って勉強していきたいと思います。いろんなこと
が重なってこういう立場にさせていただいたのも皆様のご指導
と思いますので、一生懸命なったからには頑張っていきます。
どうぞよろしくお願いします。

◦会計予定者� 横田俊郎会員
　会計予定者の横田でございます。先程、法
外な手数料を取っているのではないかという
疑惑が出ておりますので、これから一生懸命
それを晴らしてきちんとした会計を務められ
るよう頑張っていきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

◦ＳＡＡ予定者� 運天直人会員
　ＳＡＡ予定者の運天でございます。昨年、
ＳＡＡをさせていただきましたので今回は長
ということで、スムーズな会場設営ができる
ように頑張っていきたいと思いますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

◦職業奉仕委員長予定者� 阿部克弘会員
　皆さん、こんばんは。阿部克弘です。職業
奉仕委員長予定者ということですので、職
業奉仕という名前に負けないように頑張って
やってまいりたいと思っておりますので、ど
うかよろしくお願いいたします。

◦社会奉仕委員長予定者� 藤田龍文会員
　皆さん、こんばんは。社会奉仕委員長を仰
せつかりました藤田と申します。来年でロー
タリーに入りましてやっと12年ということで、
そろそろ名前と顔を覚えていただけたかな
と思います。今までの委員長さんに見習って、
社会奉仕の委員会のミッションをこなしてい

きたいと思いますし、使命ですのでそれに合わせた準備をした
いと思いますので、ご協力の程をよろしくお願いいたします。

◦青少年奉仕委員長予定者� 吉田充会員
　皆さん、こんばんは。青少年奉仕委員会を
担当させていただきます吉田でございます。
来年35周年という節目の年に、記念事業とな
りえる事業を皆さんと一緒に考えて行動して
いきたいと思いますので、一年間よろしくお
願いいたします。

◦ロータリー財団委員長予定者� 諸橋和典会員
　皆さん、おばんでございます。ロータリー
財団の諸橋和典でございます。吉野会長から
諸橋和典さんとさん付で呼ばれるのは初めて
な気がしますが、吉野会長のもと心を入れ替
えて頑張っていきたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。

◦ビジョン推進研修委員会委員長予定者� 宮本多可夫会員
　次年度、ビジョン推進研修委員会委員長を
仰せつかりました宮本でございます。自分で
委員会の名前もそらで言えない状態でござい
ます。今年度は中長期戦略何とかで、今度は
ビジョン推進研修委員会という、今年度、中
目会長が一生懸命この定款細則の整備をして

今回何とか形にできて、この後またこの中目年度でやり残して
いることは、今度皆さんでホームミーティング等々でアンケー
ト的に、我がクラブがどんなふうな理想の形を各人が描いてい
るかではありません。各人です。一人一人のロータリー会員が
どういうふうに西クラブの理想形を持つのか、持っているのか、
持とうとしているのか、持たないのか、そういうことも含めて
この半期をやり残しているところがあってやろうと思っており
ます。それで、そういう流れで吉野さんのほうも、先生ついで
に来年もよろしくお願いしますなんていうことを言われて、軽
く請け負ってしまったものですけど、こういう縁の下の力持ち
的な委員会で、やはり今年度の定款細則を詳細に検討して会長
のほうから説明を受けて非常に皆さんも風通しのよく感じてい
るんじゃないかと思います。こういう定款細則みたいなものが
どこかにあるんだろうではなくて、意識的にやることによって
自分たちの出来るところを再確認できるという意味でですね、
今年度中目会長が行った事業というのは非常に大きいものが
あったと思います。そういうことを次年度も引き続き縁の下の
力持ちでやっていきたいと思います。ちょっと話が長くなって
しまいましたけども、来年度もよろしくお願いします。
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◦直前会長予定者� 中目公英会長
　皆さんのご協力のもと、今日年次総会で決
めていただきました。ありがとうございまし
た。私はもう体が軽くなっちゃって軽くなっ
ちゃってどこかに飛んでくふうな気持ちでお
ります。こんなにロータリーって楽しいんだ
なって今感じております。吉野君の年度は乾

杯の挨拶要員で一年間、どこかに飛んでかないために押さえて
おいてもらわないと次に行っちゃうかもしれません。一つどう
ぞよろしくお願いいたします。

◦副幹事予定者� 須藤正樹会員
　改めまして、こんばんは。来年度は副幹事
ということで、今年度の堀田副幹事を見習い
まして来年度は堀田監事のサポートをできる
ように頑張っていければいいかなと思います
ので、よろしくお願いします。

◦監事予定者� 居川孝男会員
　万年監事の居川でございます。来年度は税
理士を一人入れたいなと思ってます。よろし
くお願いします。

◦監事予定者� 成井正之会員
　初めての監事をやらせていただきます成井
です。よろしくお願いします。吉野会長が
暴走しないようにしっかりと締まってですね、
見ていきたいと思いますので、よろしくお願
いします。

◦幹事予定者� 堀田一彦会員
　最後に、次年度幹事予定者の堀田でござい
ます。今日からあんまり飲みすぎないように
して頑張ってまいりたいと思いますので、ど
うぞよろしくお願いします。このメンバー
に青木大国際奉仕委員長予定者を加えたメン
バーで頑張ってまいりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

◦閉会の言葉� 高畑裕会長ノミニーデグジネート
　大変お疲れ様でございました。以上をもち
まして、2019-2020年度年次総会のほう終了さ
せていただきます。どうぞよろしくお願いい
たします。ありがとうございました。

■2019－2020年年次総会懇親会
◦会長挨拶� 中目公英会長
　本日、3回目の登場であります。年次総会の時にはお話しな
かったのですけれど、この場で一つ皆様方にご報告をさせてい
ただきまして、懇親会のはじめの会長の挨拶にさせていただき
ます。吉野年度の理事が只今決まりました。現在、2530地区の
ほうでも次年度のいろいろな人事案件を構想しております。実
は過日、来年度のガバナー、郡山ロータリークラブの石黒ガ

バナーエレクトのほうから内々で電話がありました。私の会長
になる時には残念ながら西ロータリークラブから地区へ役員と
して人を輩出することが残念ながら叶いませんでしたが、石黒
年度、来年度には我が西ロータリークラブから地区へ2名出向
者を輩出することができました。皆さん方のご協力ありがとう
ございます。以上、完全な確定ではありませんが決まったとこ
ろの2名をご報告いたします。これは私が決めたわけではなく、
吉野会長エレクトが決めました。一人が、金田昇さん。これが
2530地区のロータリー財団委員会、大委員会のもとの小委員会
の委員長に出向となっております。それからもう一人、わたく
し中目公英。青少年奉仕委員会のほうに出向になりまして、小
委員会のＲＹＬＡ委員会の平メンバーで出向するようになって
おります。まだ、おそらく石黒ガバナー年度の2530地区の役
員の委員がすべて決まっているわけではありません。おそら
く、突然皆さんのほうの携帯に石黒ガバナーから直接電話がか
かってくるかもしれませんし、次年度の地区の役員のどなたか
から電話がかかってくるかもしれません。その時は、はい喜ん
でなのかもしれませんが、西ロータリークラブは来年度35周年
という吉野君の年度の通常の事業のほかに35周年の記念事業も
いろいろあるもんですから、その場で自分で決めてしまわない
で、大変ありがたいお申し出ありがとうございますと言った後、
一応次年度の会長の内諾を得てから受けるかどうかを正式にお
伝えをいたしますから、ちょっとお時間をくださいというふう
に皆さん申しあげてください。我がクラブから2530地区に沢山
の人数の委員を輩出するというのは、近い将来我がクラブから
ガバナーを出す時の大変勉強になることですから、多くの方々
に地区に出向していただきたいのですけれども、そういうふう
な事情があるものですからその時には一回電話を聞いたらば吉
野エレクトのほうに私が出向にもしかしたらといった時に、吉
野エレクトさんが、いや君は駄目だ、クラブ内でこの委員長を
やってもらわなくちゃいけないんだから地区に行かないでくれ
とこう言われるかもしれませんから、その辺の西クラブ内での
意思疎通をある程度明確にした上で、2530地区、あるいは国際
ロータリーまで飛んでってもかまいませんけれど、そのほうに
出向にしていただければありがたいと、そのような形で金田さ
んと私が来年度だけ2530地区のほうに出向することが内々で内
諾になったということだけご報告をさせていただきまして、懇
親会の時の会長の挨拶に変えさせていただきます。楽しくやり
ましょう。ありがとうございました。

◦乾杯� 鳴島三夫パスト会長
　皆さん、こんばんは。今年最後の年次総会も無事に終了して、
中目年度も肩が軽くなってあと半年頑張っていただきたいと思
います。また、来年の吉野年度も準備も着々と進んでおります
ので、皆さんで応援して盛り上げていきたいと思います。それ
では、来年も良い年でありますように、また皆様方のご健勝と
西ロータリークラブのますますの発展を祈念して乾杯したいと
思います。それでは、ご唱和をお願いします。乾杯。


